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1.は じめ に

2017年4月 から2018年3月 までの1年 間,熊 本大

学教育学部附属特別支援学校と熊本大学教育学部で

共同研究を行った.

本稿では,高 等部で行 った創作活動(音 楽づ くり)

の実践内容,成 果と課題にっいて報告する.

1)教 科選定の理由

熊本大学教育学部 附属特別支援学校 高等部で は,

「フ ォローア ップ ミーテ ィング」 を行 って いる.こ

れは,卒 業 して3年,6年,10年 後の 「働 く」 「家庭」

「余暇 」 の3っ の生活 にっいて面 談 を実 施 し,生 徒

の フ ォロー ア ップを行 うものであ る.こ の際,ア ン

ケー トを実施 した ところ,働 く生活 に関 しては伸び

がみ られ るが,一 方,家 事,外 出や趣味 等 の家庭 生

活 と余暇生活の項 目に落ち込みがみ られ ることが分

か った.

それ を受 けて,今 年度 は体育,音 楽,家 庭 の3っ

の教科を研究対象 と して選定 した.

2)次 期学習指導要領等に向けたこれまでの審議の

まとめ 第2部 改定の具体的な方向性 音楽,芸

術(音 楽)か ら

①成果と課題

音楽科,芸 術科(音 楽)で は,音 楽のよさや楽 し

さを感 じるとともに,思 いや意図を持 って表現 した

り味わ って聴いたりする力を育成す ること,音 楽と

生活との関わ りに関心を持 って,生 涯にわたり音楽

文化に親 しむ態度を育むこと等に重点を置いて,そ

の充実を図ってきた.
一方で

,感 性を働かせ,他 者と協働 しなが ら音楽

表現を生み出したり音楽を聴いてそのよさや価値等

を考えた りしていくことにっいては,更 なる充実が

求められるところである.

今回の学習指導要領の改訂においては,こ れまで

の成果 を踏 まえ,こ れ らの課題 に適切 に対応 で きる

よう改善を図 って い くことが必要であ る.

②育成を 目指す資質 ・能力の整理

育成 を 目指す 資質 ・能 力にっ いては,「 知識 ・技

能」 「思考力 ・判断力 ・表現力」 「学び に向か う力 ・

人間性」 の三 っの柱 に沿 って整理 が行われて いる.

表1は 高等学校芸術(音 楽)に お ける育成 を 目指す

資質 ・能力であ る.

表1育 成を目指す資質 ・能力(抜 粋)

○知識 ・技能

・個性を生か した音楽表現を創意工夫 した り,表 現意

図を音楽で表現 したりするための技能を身に付ける

こと など

○思考力 ・判断力 ・表現力等

・感性を働かせ音楽を形づ くっている要素を知覚 し,

それ らの働きを感受 しなが ら,知 識を得た り活用 し

たりして音楽を自分なりに解釈 した り,音 楽と生活

及び社会 などとの関連から音楽を捉えた り,自 分や

社会にとっての価値を考えたりし,よ さや美 しさを

味わい音楽の意味や価値を創造す ること など

○学びに向かう力 ・人間性等

・音や音楽のよさや美 しさなどの質的な世界を価値あ

るものとして感 じ取る感性

・協働 して音楽活動する喜びの自覚

・美 しいものや優れたものに接 して感動する,情 操豊

かな心としての情操 など

*熊 本大学教育学部附属特別支援学校

**熊 本大学大学院教育学研究科

芸術への永続的な愛好心を育み,感 性を高め,豊

かな情操を養 う教科であ り,一 人一人がそれぞれの

興味 ・関心や個性を生か して,芸 術と幅広 く,か っ,

多様な観点から主体的に関わっていくことが重要で

ある.っ まり,学 校を卒業 した後も,生 涯にわたり

芸術文化を尊重する態度の育成を重視 していくこと

が大切である.

③見方 ・考え方

高等学校芸術科(音 楽)に は表2の 通り,記 述さ

れている.
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表2高 等学校芸術科(音 楽)に おける 「見方 ・考え方」

感性を働かせ,音 や音楽を,音 楽を形作 っている要素

とのその働 きの視点でとらえ,自 己のイメージや感情,

芸術 としての音楽の文化的 ・歴史的背景などと関連付

けること.

音楽の教科の特徴は,知 性と感性の両方を働かせ

て事象を捉えることである.ま た,個 別性の重視 に

よる多様性の包容,多 様な価値を認める柔軟な発想

や他者との協働,自 己表現とともに自己を形成 して

い くこと,自 分の感情のメタ認知なども含まれてお

り,そ こにも音楽を学ぶ意義や必要性がある.

「感性」の働きは,感 じるという受動的な面だけ

ではなく,感 じ取 って自己を形成 した り,新 しい意

味や価値を創造 したりしていくことなども含む.ま

た,「感性」 と知性は一体化 して創造性の根幹をな

すものであるため,生 徒たちの創造性を育む上でも,

音楽がこのことを担っていると言える.

④教育内容の改善 ・充実

思考力 ・判断力 ・表現力を高めるため,言 語を用

いた言語活動を行 うほか,言 語以外の方法(音 や形,

色など)を 用いた言語活動や,音 や形,色 などによ

り表現されたことを捉えて言語化する活動を行って

いる.捉 えたことを,喩 えた り,見 立てたり,置 き

換えたりすることは表現や鑑賞を深めていく際に重

要な活動である.

このため,ア クティブラーニングの視点からの学

習 ・指導の改善 ・充実を図る上でも,現 行の学習指

導要領において重視されてきた言語活動にっいては,

教科の特質に応 じた充実を図ることが求められる.

2.実 践経過

しか し,音 色,リ ズ ム,速 度,旋 律,強 弱等,音 楽

を形づ くってい る要素 にっ いては,あ る程度 聴 き取

ることが でき,気 付 きを ワー クシー トに言葉 や絵で

表現 して ま とめ ることがで きる.ま たお互いの意見

を話 し合 いなが らよ りよい表現を求め合 うことがで

きる生徒が多 い.

2)題 材について

①題材のねらいと概要

そこで,本 研究では 「花火」を題材に創作 し,イ

メージを基に音楽をっ くる活動を通 して,奏 法を工

夫 した り,音 色を工夫 したりして器楽の表現力を高

める実践を行った.

②題材の 目標

題材の 目標は表3に 示 した三点である.

表3題 材の目標

これらを踏まえて,本 研究では創作活動を通 して,

器楽による音楽の表現力を高める学習を行った.

1)生 徒の実態

熊本大学教育学部附属特別支援学校高等部には,

1年 生か ら3年 生 まで計26人 の生徒が在籍 してい

る.読 譜力(簡 単な リズム譜を見て演奏する力)や

聴取力(音 楽の諸要素を聴き取る力)を 基に,音 グ

ループと楽グループの2っ に分かれて学習を行った.

本研究の対象は音グループで,1年 生3人,2年

生5人,3年 生6人,の 計14人(男 子10人,女 子4

人)で ある.4分 音符 と4分 休符のリズム譜を見て,

太鼓等の打楽器を譜面通りに演奏することはできる

が,音 色等を工夫 して演奏するまでにいたっていな

い.

○知識 ・技能

様 々な楽器やその奏法を知 り,演 奏す ることができ

る.

○思考力 ・判断力 ・表現力

自分のイメージをもち,音 や音楽で表現することが

できる.

○主体的に学習に取 り組む態度

班でお互いの音を聴き,話 し合い,良 か った点や工

夫点等に気付 き,音 色を工夫 しようと したり,音 や音

楽でイメージを表現 しようとしたりす ることができる.

③題材計画

本題材 は4次(5時 間)の 取 り扱 いであ る.授 業

づ くりをす る上で,"音 か ら音楽へ"発 展 的 に活動

がで き るように,題 材 を計画 した.表4が 題 材計画

であ る.

表4題 材計画

授業1

(1時 間)

○音を聴 こう,楽 器を知ろう

様々な楽器を鳴 らし,楽 器特有の音質

や音色を知 る.

授業2

(1時 間)

○イメージを音で表現 しよう

絵を見て,イ メージ した ことを音で表

現する.

授業3

(2時 間)

○イメージを音楽で表現 しよう

動画を見て,イ メージ したことを音楽

で表現する.

授業4

(1時 間)

○イメージを演奏 しよう

っ くった音楽を発表す る.
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3)実 践内容

①熊本大学教育学部附属特別支援学校と熊本大学教

育学部との連携

2017年8月 下旬,本 研究を実践するメンバーの顔

合わせを行い,概 要説明を実施 した.ま た,8月28

日には,本 題材の内容にっいて打ち合わせを行 った.

本題材では,「音楽づ くり」の研究を行 うこと,

音あそびやイメージを音や音楽にする活動を通 して

表現力を高めるアプローチを行うことを確認 した.

また5回 実施 した授業すべてにおいて,共 同で授

業づ くりをした.と りわけ音から音楽へ と発展す る

段階での授業(第2次 から第3次 へ)前 には,再 度

打ち合わせを行い,細 かな内容を確認 し合 った.

②授業実践

授業1音 を聴こう,楽 器を知ろう

音 との出会 いを大切 に した いとい う思いか ら,楽

器特有 の音質や音 色を探 るた めに,活 動 を二っ準備

した.

活動1で は,音 の再 現を行 った.生 徒の視覚情 報

を遮 り,教 師が楽器 を鳴 らす.そ の音 に生徒 たちは

耳を澄 ま し,提 示 され た二つ の楽 器の うち,ど ち ら

の楽器 の音 なのか を考 え,選 択 す る.ま た,そ の楽

器を どのように鳴 らす と同 じ音がす るのか,奏 法 を

工夫 して音の響 きや質感を探 る.

この活動 は,1年 生 と2年 生,3年 生の二つ の班

に分かれて実施 した.様 々な音色が奏 で られ ること

に気付 かせ るため に,持 ち方や 叩 き方等,奏 法 の違

いで音 の変化 が分か りやす いように,ク ラベスを用

いた.ま た,選 択 肢 と しては,素 材 の違 い と音 色の

違いを感 じ取 ってほ しか った ため,木 製 の クラベス

とは異 なる,革 製 の楽器 であ るタ ンブ リンを準備 し

た.

音の響 きや質感 を感 じ取 った ようで,両 方の班 と

もす ぐに クラベ スを手 に取 った.「 木 っぽい よね」

「カ ンカ ンしてたか ら」 な ど,活 発 な意 見が交わ さ

れていた.

しか し,奏 法 にっ いては,意 見が分 かれた.ク ラ

ベスを しっか りと握 って叩 いても,二 本 が合わ さる

ように叩 いてみ て も響 きが足 りず,何 度 も叩き合 っ

ては 「これ違 う,も っと高 い感 じの音」 な ど,具 体

的 に音の印象を伝え合 っていた.

両方 の班が導 き出 した答え は,軽 く親指 と中指の

二本 の指 で支 え,鳴 らす というものだ った.正 解 の

叩 き方で はなか った もの の,音 だ けを頼 りに とて も

近 い ところまで響 きを寄せ ることがで きていた こと

に驚いた.

この活動 を通 して,生 徒 の感受す る力や,班 でお

互 いの音 を聴 き,気 付 きを話 し合 い,音 色 を工夫 し

ようとす る力の高 さを感 じた.

写真1音 の再現(ク ラベス)

活動2は,様 々な楽 器を好 きに鳴 らす 時間を設定

した.準 備 した楽器 は20種 類 を超 え るが,そ の一部

を表5で 紹介す る.

表5使 用 した楽器の例

ハ ン ドベ ル,ト ー ンチ ャ イ ム,キ ッズ ジ ャ ンベ,カ リ

ンパ,ミ ニ グ ロ ッ ケ ン,ウ ィ ン ドチ ャ イ ム,ス プ リ ン

グ ドラ ム,マ ラ カス,オ ー シ ャ ン ドラ ム,

テ ィ ンパ ニ ー,木 琴,鉄 琴,ピ ア ノ,ハ ン ドベ ル

この活動 では,好 き な音色 の楽 器 を探す ため に,

それぞれ が 自由 に楽器 を鳴 らした.教 師は奏法 も提

示せず,揆 も様 々な素 材の もの を一か所 に まとめて

置 き,自 分で選択 して音色を確かめ られ るように し

た.

例えば,オ ーシ ャン ドラムは ゆ っくりと傾 けるこ

とで穏やか な波が打ち寄せて くるかの ような音を奏

で るこ とがで きる.し か し,生 徒 はオー シ ャン ドラ

ムを激 しく上下 に振 り始めた のだ.筆 者 には 「この

楽器 はこう奏 で る」 という固定概 念があ ったため,

生徒が楽器を上下 に振 ってい る様子を見た時 には本

当 に驚 いた.そ して,バ ラバ ラと今 まで この楽器か

らは聴いた ことの なか った大音量 の音 を耳 に した時

に,生 徒 の感性 の豊 か さと,音 や音 楽の可能 性の広

が りを感 じた.

このように,自 由に楽器を鳴 らす時 間を設 定 した

ことで,様 々な奏法 で音を探 り,そ の音 に耳 を澄 ま

し,好 きな音色 を奏 で られ る楽器 を探す ことがで き

た.

授業2イ メー ジを音で表現 しよう

この活動で は図を二っ提示 した.図1は 黄 色で描

かれた 図形 で,図2は そ こに赤で二っ 同 じような図

形 を追加 した ものであ る.イ メージに合 った音を班

で考 え,楽 器を選ぶ ことがで き るように,イ メー ジ

を共有 しやす い図を準備 した.ま た,イ メージに幅

を もたせ るため に,抽 象 的な図を用 いた.
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これ らの図を見 て,イ メー ジを もち,班 で話 し合

い,実 際 に楽器を奏 で,音 で表現す る活動 を行 なっ

た.

図1を 見て,「 キ ラキ ラ輝 く星 のよ うだ」 とい う

イメー ジをも った班 は,鉄 琴を小 さな音 で数 回鳴 ら

して いた.ま た,「 爆 発 して いる」 とい う イメー ジ

を も った班 は,太 鼓 を力い っぱい,一 発鳴 らしてい

た.

イメー ジか ら求め る音色が異 な り,選 択 した楽器

やその奏法 が全 く違 った ことにも驚 か されたが,鉄

琴を奏でた生徒の発言 には もっと驚か された.

「キ ラキラ した星の イメー ジに合 うのは,固 い機

で叩 く音だ」 と発表 した のだ.早 速毛 糸のマ レッ ト

と金属製 のマ レッ トの音 を聴 き比べ てみ ると,生 徒

たちが,耳 を傾 けて うなつ いて いた.発 言 の意 図を

耳で確かめ るかの ように,生 徒が耳 を澄 ま していた.

図2は,図1に 図形 を追加 したため,あ る班 では

パー トを分けて奏でていた.「黄色は太鼓 とオー シャ

ン ドラム,赤 の二っ は木琴」 という友達 の説 明を聞

いて,生 徒 は納得 したようだ った.

提示 した 図1が 抽 象的 なものだ ったため,様 々な

イメージの意見が 出た.さ らに,図1に 図形 を加 え

た ことでイメージが膨 らみ,音 での表現方法が広が っ

た.

また,生 徒は言語 を用 いた言語活動 を行 うことは

もとよ り,形 や色 などによ り表現 され た ことを捉え

て言語化 して,そ れ を共有 し合 い,音 に置 き換 え る

ことがで きることが分か った.

授業3イ メー ジを音楽で表現 しよう

この学習で"音 から音楽へ"と 発展する.音 や音

楽で表現することができるように,イ メージを共有

しやすい映像を準備 した.季 節からも生徒にとって

馴染みのある花火を題材とした.音 色や奏法を工夫

して,音 楽づくりを行 う時間を十分にもち,班 で互

いの音や音楽を聴いたり,話 し合 った りす ることが

できるように,こ の学習内容は2時 間で取 り扱 った.

活動1で は,花 火の映像は十数種類提示 した.打

ち上げ花火,手 筒花火,線 香花火,ね ずみ花火,手

持ち花火等,規 模も色彩 も様 々な映像を全員で鑑賞

した.

ある生徒は大きな打ち上げ花火から壮大さを感 じ,

ある生徒は連続 して打ち上げられる花火を煙びやか

だと感 じた.ま た,手 筒花火か ら恐怖を感 じた生徒

もいた.

それらの花火へのイメージを図形譜で記 したもの

が資料1,資 料2で ある.

属窯
弓
ノ(
隔

多 》
資料1

連続 して打ち上げられる花火

音 を聴 いた り,イ メー ジを音で表現す る活 動を積

み重ねて きた ことで,一 人一一人が確か な イメー ジを

もち,そ れ に合 った楽器を選 んだ り,音 色 を工 夫 し

た りす る様子が見 られた.

また,記 譜 す ることで,生 徒が イ メー ジを どの よ

うに音楽 で表 現 しようと しているのか,音 楽づ くり

の過程 を読み取 ることがで きた.映 像 を音 楽で表現

しようと してい る人 と,感 情を音楽 で表 現 しようと

して いる人 がいた ことが,図 形譜か ら見 て取 れた こ

とは,と ても興 味深 か った.

また,図 形 譜を黒板 に並べ て提 示 した ことで,自

分が誰の次 に演奏す るのか流れを確認す ることもで

きた.

活動2で は,班 に分かれて音楽 づ くりを行い,花

火 を表現 した.自 分の図形譜 と友達 の図形譜 を見比

べた り,活 動1で 使用 した楽器 の音 色を比べた り し

て,自 分た ちで班分 けを行 った.結 果,打 ち上 げ花

火(太 鼓類),盛 大 に連発 して打 ち上 げ られ る花火

(木 琴,鉄 琴,テ ィ ンパ ニー),キ ラ キ ラ した花 火

(鉄琴,ピ ア ノ),様 々な花火(オ ーシ ャ ン ドラム,

トラ イア ングル,マ ラ カス,シ ンバ ル,ス プ リング

ドラム,タ ンブ リン)の 四つ の班 に分かれ た.

班分 けで は,図 形譜 を もとにイメージが近 い人や

選んだ楽器 の音 色が近 い人 同士 が集 まることで,お

互 いの イメー ジを よ り意識す ることがで きた.

班で は,お 互 いが花 火の イメージ,音 や音 楽で の

表現方法 等,意 見 を出 し合 い,一 一っの図形譜 を記 し

た.そ れ を もとに,演 奏 して は図形譜 に描 き止め る

作業を繰 り返 し,一 っ の音楽 を作 り上 げた.

各班 の音楽 を繋 ぎ,1つ の花火 の音楽 にす るため

に,順 番 を確 認 した際 にも図形譜 を活用 した.黒 板
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に提示 した図形譜の順番を並び替えては演奏 し,話

し合いながら演奏の流れを自分たちで確定させていっ

た.

表7音 グループの活動の流れ

音楽づ くり 「花火」の流れは表6の 通 りであ る.

表6音 楽づくり 「花火」

一人ずっ演奏す る花火(14人)

↓

班 ごとに演奏す る花火(4班)

↓

全員で演奏する花火

それぞれの演奏の間は個人や班に任 された.全 員

の部分は即興演奏に近 く,友 達の演奏を聴きながら

好きなように音を重ねた.

生徒は周りの人の演奏のは じまりと終わりをよく

聴いてお り,そ の中で自分がいっ奏でるかを考えて

演奏する様子が見 られた.周 りの様子を見て,音 を

聴き,友 達の演奏に応 じて強弱を工夫 している生徒

もいた.

授業4イ メージを演奏 しよう

第3次(授 業3)ま で は,二 っ のグループに分か

れて学 習活動 を行 って きたが,「 イ メージを音や 音

楽で表現す る」 とい う同 じテーマで,互 いのグルー

プが学習 してきたため,ま とめと して,発 表会 を行 っ

た.音 グループの活動 内容 は表7の 四つで ある.

・ 「花 火」 の演 奏 を して ,ワ ー ク シー トに 感 想 を ま と

め る.

・ 「花 火 」 の演 奏 へ の 感 想 を ,楽 グ ル ー プか ら聞 く.

・楽 の グ ル ー プ の 演 奏 を聴 き,ワ ー ク シ ー トに 感 想 を

ま とめ る.

・演 奏 を 聴 い た 感 想 を 発 表 す る.

資料3か ら,音 の強 弱や タイ ミング,響 きな どを

工夫 して花火を表現 しようと して いた ことが分か っ

た.ま た,友 達 の演奏 か ら奏法や速 さなどの表 現 の

工夫 を聴 き とることがで きるように なり,今 後の 自

分の演奏 に生か したい と思 うようにな った ことも分

か った.

・自分の演嚢にっいて書きましょう

閲 ・随 亘壷 剛 ・一 演奏
・今日の演妻で表現をどのように工夫しましたか?

鰍 か悔 吻 鱗 ラドェ夫
　らたにまかせそうなまののまなのエ　はありましたかマ わ　 ロヤゆ り　

Cい こ囎 くた叡 層

資 料3ワ ー ク シ ー ト

3.成 果 と課題

1)成 果

これ まで5時 間にわた り音 を聴 き,音 や音 楽で イ

メー ジを表現す る学習 を行 ってきた.今 まで器楽 の

経験 はあ った ものの,音 色等を工夫 して演 奏す るま

で にいた ってい なか った生徒 たちだ ったが,奏 法を

工夫 した り音 色を探 った りした経験 を積み重ねて,

表現を工夫す る面 白さを知 った.

ア ンケー トを実施 し,「イ メージをす ることが表

現 の工夫 にっ なが りますか」 とい う問い に対 して,

は いと答 え る生徒 が二倍 に増 え,い いえの回答は0

人 になった.
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資料4イ メージすることが表現の工夫にっながりますか?

イメー ジす る ことで奏法 を工夫 でき ることや,イ

メージと音や音楽が結びっいている記述が ワー クシー

トにた くさんあ り,そ の点か らもイメージす ること

が表現の工夫 にっ なが ってい ると言え る.

資料5イ メージと奏法の工夫

鴇 ・壇)① 灘 て憩 ミ・・醐 力㌧てう嫉 壇

資料8器 楽が好きな理由①

2)課 題

今回,二 っの学習グループで取 り組んだが,学 習

過程で学んだことの意味や価値等を生徒が 自覚でき

るには不十分な点があ った.毎 時の個の振 り返 り,

二つのグループ間での相互の振 り返 り,そ してそれ

らを全体で共有する時間を十分に設定できていなか っ

たことが課題として挙げられる.

「学びの価値付けと共有」がこれからの授業づ く

りにおいて鍵である.生 徒が 「○○が分かった」と

実感 した り,そ れを友達同±で共有 したりできるよ

うに,授 業改善を図りたい.

4.ま とめ

今 回,初 めて創作活動 に取 り組 んだが,授 業 づ く

りのポ イン トとなった点が4っ あ る.

また,「 器 楽が好 きです か」 との問 いに対 して は,

どち らで もない と答 えて いた生徒 が減 り,好 き と答

え る生徒が増 えた.

15

10

5

0

10

n
すき

10

國

きらい

回授業前

S

團1
どちらでもない

■授業後

1)"音 から音楽へ"発 展的に活動を設定

本題材では,「音を聴 く」 「音で表現す る」「音楽

で表現する」 「演奏する」と発展的に活動を設定 し,

生徒同±で創作活動が行えるように,互 いの音を聴

く時間や表現の工夫等にっいて話 し合う時間を毎時

設けるようにした.

2)音 を聴 くための状況づ くり(授 業①)

奏法から音の響きや質感の違いが伝わ りやすいよ

うにクラベスを用いた り,視 覚情報を遮断 して聴 く

環境を整えた りした.ま た,音 の再現を試み る活動

を通 して,生 徒の興味や意欲が高まるようにした.

資料7器 楽は好きですか?

器楽 を好 きにな った理 由と しては,イ メージを音

で表現で きる と分か りうれ しか った こと,み ん なで

演奏 して楽 しか った こと,演 奏を喜 んで もらえて う

れ しか った ことなどが挙げ られてい る.

3)イ メー ジを広 げる視覚情報の活用(授 業②,③)

絵や 図形,動 画等 を用いた こ とで,自 分 の もっ イ

メー ジを広 げた り,友 達 とイメージを共有 した りす

ることが しやす くな った.

また,音 楽 で の表現 に も広が りが もて るよ うに,

抽象的 な絵を用いて,視 覚情報 を活用 した.
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4)イ メー ジと表現 を繋 ぐ図形譜の活用

図形譜 を活用 し,「花火」 の イメー ジや音や音 楽

による表 現を共有 しやす いよ うに した.ま た,図 形

譜を もとにイメー ジの近 い人 同士 が集 まることで,

お互いの イメー ジを より意識 す ることもで きた.

また,図 形譜 を読み取 ることで,イ メー ジを どの

ように音楽 に しよ うと して いるのか,創 作過程 や意

図を理解す ることもで きた.

(ウ)発 想 を生か した表現,思 いや意図に合 った表現

をするために必要な次の⑦及び⑦の技能を身に付

けること.

⑦ 設定 した条件に基づいて,即 興的に音を選択

した り組み合わせたりして表現する技能

⑦ 音楽の仕組みを生か して,音 楽をっ くる技能

ヘ

ィ

ゴ

ρ
撫

緬
鵠

。
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。

°
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資料10グ ループで作成 した図形譜

5.お わ りに

1)新 学習指導要領の視点から

特別支援学校の学習指導要領が平成29年4月 に

告示された.中 学部ではrA表 現」の歌唱,器 楽身

体表現の三っに加えて,「音楽づ くり」が新たに項

立てられた.今 まで器楽に含まれていた創作活動の

部分である.

「音楽づ くり」にっいては特別支援学校(知 的障

がい)の 中学部学習指導要領02段 階(2)内

容A表 現 ウの項 目に記述されている.表8の 通

りである.

表8特 別支援学校 中学部 学習指導要領 音楽

平成29年4月 告示

ウ 音楽づくりの活動を通 して,次 の事項を身に付け

ることができるよう指導する.

(ア)音 楽づ くりにっいての知識や技能を得たり生か

した りしなが ら,次 の⑦及び⑦をできるようにす

ること.

⑦ 即興に表現することを通 して,音 楽づ くりの

発想を得 ること.

⑦ 音を音楽へと構成することにっいて思いや意

図をもっこと.

(イ)次 の⑦及び⑦にっいて,そ れらが生み出す面 白

さなどと関わらせて理解すること.

⑦ いろいろな音の響 きやその組み合わせの特徴

⑦ リズム ・パターンや短い旋律のつなぎ方や重

ね方の特徴

「音楽 をっ くる」ため に,ど のような指導を必要

とす るか,詳 細 に述 べ られて い る.こ こか らも分か

るようように,今 後 「音楽をっ くる」活動 が これ ま

で以上 に焦点化 され,授 業 内容が一層充 実 してい く

と思われ る.

2)「 音楽 をつ くる」 ということ,「 音楽す る」 とい

うこと

この授業 実践で 目指 した ことは,音 と出会 う場,

音 を探求 す る場 をっ くるこ と.ま た,実 際 に出た音

と 自分 の内 にある音 と対話す ること.そ して,音 を

通 して仲間 とコ ミュニケー トす ることであ る.

音楽 の活 動は,楽 しいだ けの授 業 に終始 して も,

また教師 の考 えを強要 して も,生 徒 の音 楽的発達 は

望めない.音 を通 した,自 分や他者 との コミュニケー

シ ョンを活動の中心 に据え ることが重要で ある.

なお,音 楽 づ くりの 「評価」 だが,ル ールに よ っ

て音 は音楽 にな るため,一 人一人 の前時 か らの創意

工夫 の発展,例 えば音 楽の捉 え方 や考 え方,音 の 出

し方,楽 器 の使 い方等 を しっか りと捉 え る必要があ

る.

独 りよが りに音 を 出 して も音楽 には ならない.ま

た グル ープで創作 して いる場合 には,例 え音 を 出す

活動(表 現)で あ って も,「 聴 くこと」 が一番 大切

で あろう.こ れ らの点 を評 価の観点 に含 めてほ しい.

音楽づ くりの活 動は,器 楽や唱歌活動 へ も発展す

る可能性 を持 ってい る.自 ら音 を探 し,自 分 が求め

る音 を友達 と気持ち を合わせ て表現 す ることは,既

成の器楽 曲や歌唱 曲において も生徒 自らが主体的 に

「こうい う音が ほ しい」 とイメージ してか ら音 ・声

を表現す る活動 にっ なが る.ま た,生 徒 同士 で,他

者が どんな音 を 出 して いるんだろ うか,私 は こん な

音で応 えよ う,と い う音楽的 な コミュニケー シ ョン

(コ ミュニケー シ ョン能力)の 発達 にもっ なが る.

このような実践 の積み重ね によ って,受 動 的 なも

ので はな く,自 らが 自分の 出 したい音で,他 の演奏

者 と コミュニケー シ ョンを図 りなが ら,聴 き手 に訴

えか けることので きる生 きた音楽 をっ くりだす こと

がで きると考え る.
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3)卒 業後の充実 した豊かな生活を送るために

ピアノの演奏会等で卒業生と会うことがある.今

も生活の中に音楽が存在 していることを知り,と て

もうれ しく思う.

また,演 奏する側で活躍 し続けている卒業生もい

る.彼 らの演奏を聴 くと,音 楽を心から楽 しんで奏

でていることが,そ の一音一音から感 じられ,聴 い

ているこちら側も幸せな気持ちになる.

先日,卒 業生とカラオケに行く機会があった.歌 っ

ていたのは懐か しいことに学校でみんなで歌った曲

の数々だった.

卒業後も豊かに音楽と関わっている姿を見ている

と,音 楽を学ぶ意義や必要性を思う.生 徒が生涯 に

わたって楽 しく音楽と関わってい くことのできる方

法を身に付 け,:豊かな社会生活を送 るためにも,よ

り深まった音楽活動の楽 しさを体験できるように授

業づ くりをしていかなければならない.そ のために

も,生 徒が音楽表現に対す る思いや意図をもって音

楽を表現すること,す なわち 「音楽する」 というこ

とを大切 に したい.
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